
い
（
長
久
手
市
周
辺
の
丘
陵

地
）、
長
久
手
の
戦
い
（
長

久
手
市
）
な
ど
が
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
に
入
り
、

秀
吉
も
家
康
も
小
牧
を
去
り
、

そ
の
後
に
も
各
地
で
合
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
11
月
に

な
っ
て
、
羽
柴
秀
長
に
よ
り

織
田
信
雄
・
徳
川
家
康
と
羽

柴
秀
吉
と
の
和
睦
に
至
り
、

「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
は

終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。
羽
柴

秀
長
が
ど
の
よ
う
な
戦
い
に

挑
ん
だ
か
、
指
揮
官
と
し
て

ど
ん
な
指
示
を
し
た
の
か
と

い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

き
っ
と
小
牧
に
い
て
、
秀
吉

の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

西
友
・
味
岡
店
の
交
差
点

を
北
に
向
か
う
と
、
熊
野
神
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所
に
出
ま
す
。
そ
の
奥
に
「
久

保
山
砦
跡
」
と
刻
ま
れ
た
石

碑
が
あ
り
ま
す
。

　

味
岡
中
学
校
北
交
差
点
を

北
に
向
か
い
、
途
中
東
へ
折

れ
る
と
、
愛
藤
山
小
松
寺
に

着
き
ま
す
。
寺
に
隣
接
す
る

八
所
社
・
熊
野
社
合
殿
脇
に

石
碑
と
案
内
板
が
建
っ
て
い

ま
す
。

　

小
松
寺
に
は
２
つ
の
砦
が

あ
り
、
西
砦
は
現
在
の
小
松

寺
あ
た
り
に
東
西
15
メ
ー
ト

ル
、
南
北
18
メ
ー
ト
ル
、
東

砦
は
旧
小
松
寺
山
一
帯
で

18
メ
ー
ト
ル
四
方
と
い
う
規

模
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
三
好
秀
次
、
丹
羽
長
秀

が
８
千
の
兵
を
率
い
て
い
た

そ
う
で
す
。
秀
吉
軍
の
主
陣

地
で
、
長
久
手
で
の
敗
戦
の

小牧・長久手の戦いと小牧・長久手の戦いと
　　　秀吉軍の砦を学ぶ！　　　秀吉軍の砦を学ぶ！

社
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
こ

の
神
社
の
一
帯
が
砦
の
位
置

と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
丹
羽

長
秀
が
３
千
の
兵
で
守
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
久

手
の
戦
い
の
後
、
秀
吉
自
ら

が
本
陣
の
楽
田
城
か
ら
こ
の

砦
に
進
出
し
て
、
全
軍
を
指

揮
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
久
保
山
は
「
太
閤
山
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

熊
野
神
社
境
内
の
北
西
奥

に
久
保
山
の
山
中
へ
続
く
上

り
坂
の
小
道
が
あ
り
、
30
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
進
む
と
開
け
た
場

境
内
か
ら
石
碑
に
向
か
う
上
り
坂
に
は
、
観
光
協

会
が
設
置
し
た
の
ぼ
り
旗
が
建
っ
て
い
ま
す
。
山

頂
と
思
し
き
開
け
た
場
所
に
石
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

　今年１月から放送されている大河ドラマ「豊臣兄弟！」に　今年１月から放送されている大河ドラマ「豊臣兄弟！」に
ちなみ、今回は「小牧・長久手の戦い」で秀吉軍が築いちなみ、今回は「小牧・長久手の戦い」で秀吉軍が築い
た砦跡を紹介します。小牧山城だけではなく、小牧が歴た砦跡を紹介します。小牧山城だけではなく、小牧が歴
史上、とても重要な場所であったことを学ぶ、再認識する史上、とても重要な場所であったことを学ぶ、再認識する
きっかけになれば、と思っています。きっかけになれば、と思っています。

　

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で

は
、
１
５
８
４
年
３
月
に
家

康
は
小
牧
山
に
、
秀
吉
は
楽

田
城
へ
到
着
し
ま
す
。
４
月

に
入
り
、
秀
吉
軍
が
姥
ケ
懐

（
現
在
の
小
牧
高
校
と
市
民

会
館
の
間
と
考
え
ら
れ
る
）

へ
来
襲
。
ま
た
、
家
康
軍
は

二
重
堀
を
奇
襲
し
た
と
記
録

に
残
っ
て
い
て
、
市
内
で
は

こ
の
２
つ
の
小
競
り
合
い
が

あ
っ
た
の
み
で
、
両
軍
が
砦

や
土
塁
な
ど
を
造
り
、
互
い

の
出
方
を
窺う

か
が
っ
て
い
た
た

め
、
大
き
な
戦
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

の
中
で
は
、
白
山
林
の
戦
い

（
尾
張
旭
市
）、
桧
ヶ
根
の
戦

外
久
保
砦

小
松
寺
山
砦

犬
山
・
楽
田
小
学
校
の
横
に
あ
る
、
秀
吉
軍
が

本
陣
と
し
た
楽
田
城
跡
の
石
碑
。
城
山
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
の
一
帯
は
、
小
学
校
増
築
の
際
に

削
ら
れ
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
石
段
を
上
が
る
と
楽
田
城
址
と
い
う
石
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。

石碑のある場所から小牧山を望む

小
松
寺
山
砦
の
石
碑
と
案
内
板

市民レポーターの皆さんが、市内のさまざまな
場所に出かけて、市民ならではの視点から

小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！

12広報こまき 2026年 2月号

編
集
後
記

編
集
後
記

　

最
近
は
、
小
牧
と
言
え

ば
織
田
信
長
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
秀

吉
の
足
跡
を
巡
り
、
小
牧

っ
て
す
ご
い
場
所
だ
な
ぁ

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

久
保
山
や
岩
崎
山
か
ら
小

牧
山
を
見
て
、
当
時
は
本

当
に
互
い
の
動
き
が
分
か

る
よ
う
な
距
離
感
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
戦

国
武
将
の
緊
張
感
が
伝
わ

る
よ
う
で
し
た
。
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
小
牧
を
も
っ

と
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
気

分
に
な
り
ま
し
た
。

市
文
化
財
課

住
所:

堀
の
内
３
・
１
（
本
庁
舎
３
階
）

連
絡
先
：
76
・
１
１
８
９

報
告
も
こ
の
小
松
寺
山
砦
で

受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
松
寺
に
は
戦
い
の
ゆ
か

り
の
武
将
た
ち
ー
池
田
恒
興
や

森
長
可
ー
が
残
し
た
古
文
書
な

ど
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
山
南
西
端
の
入
り
口

付
近
に
「
岩
崎
山
砦
跡
」
と

記
さ
れ
た
石
碑
と
案
内
板
が

あ
り
ま
す
。

　

規
模
な
ど
は
不
明
で
す
が
、

稲
葉
一
鉄
・
貞
通
父
子
が

４
千
の
兵
と
共
に
守
り
に
つ

い
て
い
ま
し
た
。
岩
崎
山
の

標
高
は
５
４
・
９
メ
ー
ト
ル
。

山
頂
に
あ
る
熊
野
社
か
ら
は

南
西
に
小
牧
山
が
く
っ
き
り

見
え
ま
す
。

　

秀
吉
は
こ
こ
か
ら
二
重
堀

砦
ま
で
１
日
で
土
塁
を
築
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
牧
原
の
交
差
点
を
東
に

向
か
う
と
、
三
ツ
山
古
墳
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
築
か
れ

た
の
が
田
中
砦
で
、
現
在
は
、

土
塁
な
ど
の
痕
跡
は
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
三
ツ
山
会
館

の
駐
車
場
に
石
碑
は
あ
り

ま
す
。

　

小
牧
山
か
ら
近
い
場
所

で
、
堀
秀
政
、
細
川
忠
興
、

加
藤
光
泰
な
ど
の
武
将
が

１
万
余
り
の
兵
と
共
に
守
っ

て
い
ま
し
た
。

　

岩
崎
山
の
南
麓
茶
屋
前
か

ら
田
中
砦
、
二
重
堀
砦
に
至

る
２
キ
ロ
の
土
塁
を
わ
ず
か

１
日
で
築
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

二
重
堀
集
落
の
北
端
・
民

家
に
隣
接
す
る
場
所
に
建
っ

て
い
る
二
重
堀
砦
。
秀
吉
軍

の
最
前
線
と
し
て
、
東
西

99
メ
ー
ト
ル
、
南
北
72
メ
ー

ト
ル
、
土
塁
の
高
さ
は

１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
規
模

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
５
８
４
年
４
月
５
日
、
家

康
軍
の
奇
襲
に
よ
り
多
数

の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。
日

根
野
弘
就
、
盛
就
兄
弟
が
約

２
千
の
兵
を
率
い
て
い
ま
し
た
。

　

秀
吉
軍
が
兵
を
出
し
た
地

で
、
小
牧
高
校
と
市
民
会
館

の
間
が
古
戦
場
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
内
で
秀
吉
軍

と
家
康
軍
が
戦
っ
た
場
所
の

１
つ
で
す
。石
碑
は
、小
さ
く
、

判
別
も
難
し
い
ほ
ど
風
化
し

て
い
ま
す
。
小
牧
高
校
北
東

の
用
水
路
に
か
か
る
橋
の
北

側
の
畑
脇
に
電
柱
と
並
ん
で

建
っ
て
い
ま
す
。

　

信
長
、
家
康
の
話
題
が
多

い
小
牧
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
秀
吉
も
多
く
の
足
跡
を
、

残
し
て
い
ま
す
。
小
牧
に
お

け
る
三
英
傑
の
歴
史
を
、
ド

ラ
マ
を
機
会
に
学
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

姥
ケ
懐
古
戦
場
跡

二
重
堀
砦

岩崎山入口にある石碑（写真右）と、
岩崎山にある熊野社拝殿から見た景
色（写真上）。小牧山が一望できます。
現在はいろいろな建物がありますが、
当時ならすごい景色だったのだろう
と想像がつきます。まさに、戦国浪
漫を感じさせるスポットです。

岩
崎
山
砦

田
中
砦

　「小牧・長久手の戦い」での両軍の砦や
土塁などについては文化財図書の中の「小
牧の文化財　第二十集　小牧の歴史」や、
「小牧・長久手の合戦　ガイドマップ」な
どに詳しく紹介されています。

もっと詳しく知りたい人は…

三
英
傑
と
小
牧

み
く
る

今
回
の
取
材
先
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